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要　旨

本研究では，女性の数学能力に関するステレオタイプを取り上げ，日本の大学生を対象
として，ステレオタイプ的判断とステレオタイプについての自己と他者の非対称な認知，
自尊感情，思考制御能力および平等主義的性役割態度との関連を検討した。その結果，本
研究の参加者である日本の大学生において女性の数学能力は男性の数学能力に比べ低く評
価され，さらに自己は他者に比べ女性の数学の能力に関する偏見をもっている程度や偏見
に基づいて判断をする程度が低いと見積もるという非対称な認知が確認された。さらに，
思考制御能力が低いほど非対称な認知が大きくなり，非対象な認知が大きいほどステレオ
タイプ的判断を行いやすいという可能性が示された。自尊感情と平等主義的性役割態度は
非対称な認知やステレオタイプ的判断と関連はみられなかった。これらの結果から，思考
制御能力，ステレオタイプにおける非対称な認知およびステレオタイプ的判断の関連につ
いて考察した。

1　問題

⑴　数学能力に関するステレオタイプ
ステレオタイプとは，ある社会的集団やそれに属する成員に関する過度に一般化され

た信念であり，繰り返し想起して使用することによってその利用が自動化される（Bargh, 
1990, 1999; Bargh & Barndollar, 1996）。そのため，対象に接触するとステレオタイプは自
動的に活性化され（Devine, 1989），ある集団やその集団の成員を人種，民族，職業，年齢，
ジェンダーなどの属性に基づいて判断してしまう。このようなステレオタイプ的な判断は
個人の特性や能力を無視したバイアスのある判断であると考えられる。

なかでもジェンダーに関するステレオタイプは，科学・技術・工学・数学のいわゆる
STEM（Science, Technology, Engineering and Mathematics）分野における女性の割合
が少ないことの要因の1つであると考えられている（e.g., Else-Quest, Hyde, & Linn, 2010; 
森永，2017）。理系科目の中でも数学は，大学での専攻分野や職業の選択において重要な
要因であるとみなされ算数・数学の試験成績や算数・数学に対する態度の性差について心
理学的研究が多く行われており，女性は数学が苦手であるという数学能力に関するステレ
オタイプによって，女性が数学に対する関心や興味を失ったり成績を下げたりすることが
示されている（e.g., Else-Quest, Hyde, & Linn, 2010; 森永，2017）。例えば，ジェンダー・
ステレオタイプが数学に対する態度に及ぼす影響を検討した研究では，女性というカテゴ
リーが活性化された参加者は，芸術分野に関する質問項目に比べ，「方程式を解く」，「微
積分の試験を受ける」等の数学分野に関する質問項目に対してネガティブな回答を示し

（Steele & Ambady, 2006），男性参加者も女性参加者も自分のジェンダーグループへの帰
属意識が強いほど数学に関するステレオタイプを強く示し，また男性参加者は女性参加者
に比べ数学や科学の概念に対して肯定的態度であり，同一視が強いことを示した（Nosek, 
Banaji & Greenwald, 2002）。さらに，数学に対する意欲を測定した研究では，数学の試
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験で良い点をとった場合に「女の子なのにすごいね」といった好意的性差別発言を聞く条
件では統制条件に比べ，女子生徒の数学に対する意欲が低かった（森永・坂田・古川・福
留，2017）。Good, Rattan & Dweck（2012）では，実際に数学を学んでいる大学生を対象
にしており，女性が，クラスの人々は数学能力は固定されたものであり女性は男性よりも
この能力が低いという信念をもっていると認知すると，数学への帰属意識（数学の領域に
おいて自分はメンバーであり受容されているという個人の信念）が低下し，今後も数学の
科目を履修したいという意図が低くなることが示された。これらの結果から，人々の間で
広く共有されている数学能力に関するステレオタイプが，女性の数学に対する態度に影響
を与えていることが示唆される。このようなステレオタイプにおけるネガティブな影響を
低減するために，数学能力に関するステレオタイプを明らかにし，ステレオタイプ的な判
断に影響を与える要因を検討することは重要であると考えられる。

本研究では，日本の大学生を対象として女性の数学能力に関するステレオタイプを調査
し，ステレオタイプ的判断に影響を与える要因として数学能力のステレオタイプについて
の自己と他者の非対称な認知に焦点を当て，非対称な認知とステレオタイプ的判断との関
連を検討する。なお，ステレオタイプ，偏見，差別は異なる概念として定義されており，
ステレオタイプはある社会的集団やそれに属する成員に関する過度に一般化された信念で
あり，偏見はある対象に対する好き嫌いの評価を伴う態度であり，差別はある社会的集団
の成員に対して行う否定的な行動である（岡，1999）。偏見は，ステレオタイプに基づい
て生じる評価態度であり，本研究では，ステレオタイプの特にネガティブな側面に焦点を
当てる場合に偏見という言葉も用いることとする。

⑵　自己と他者の非対称な認知
情報を受け取ると，人々は自分より他者が影響される程度を大きく見積もり，他者の方

が同調されやすいと認知してしまう。このような自己と他者の非対称な認知傾向はこれま
での研究で実証的に示されてきた。特にマスメディアを通じて説得的メッセージにさらさ
れた人々が「自分よりも他者の方が影響される程度が大きい」と認知する現象のことを
第三者効果と呼び，その後の社会的行動に結びつく場合もある（Davison, 1983）。例えば，
テレビ番組の暴力シーンを見て「自分は影響を受けないが子どもが見たら影響を受けるだ
ろう」と思い，自分の子どものテレビ視聴を規制することなどが挙げられる。非対称な認
知は一般に，ある情報による自己・他者への影響の度合いを個別に測定し，その平均値を
比較することによって測定されている。また，マスメディアに限らない社会的影響につい
ての自己と他者の非対称な認知も報告されている。例えば，裁判場面での被害者参加人の
発言について「自分よりも他者のほうが影響される」という非対称な認知が確認され，こ
の非対称な認知が大きいほど短い量刑が選択される傾向が示されている（白岩・荻原・唐
沢，2012）。この両者の関係は，他者への影響推論を踏まえた調節的な量刑判断，つまり，
他者は被害者参加人の発言に強く影響されるため重い量刑を下すと予測し，全体的な量刑
増大を防ぐ方策として，個人は戦略的に短い量刑を選択するという可能性が示唆されてい
る（白岩・荻原・唐沢，2012）。さらに，インターネット利用においても非対称な認知が
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生じることが明らかになっており，例えば，オンラインでのポルノグラフィーのネガティ
ブな影響（Byoungkwan & Tamborini, 2005），反社会的なオンラインゲームの影響（Zhong, 
2009; Zhang, 2013）などで生じることが示されている。インターネットを利用する際のリ
スク認知においても生じることが示されており，例えば，インターネットを利用する際に
自己に対するリスク生起率を他者のリスク生起率よりも低く見積もること（Cho, Lee, & 
Chung, 2010），SNS利用におけるリスクを自己よりも他者に高く見積もること（山本・宮
下・堀川・木村・岡，2020），Facebookでのプライバシー侵害のリスクを自己よりも他者
に高く見積もること（Debatin, Lovejoy, Horn, & Hughes, 2009）が示されている。Perloff

（1999）は，このような非対称な認知が生じるのは，自己は他者よりもネガティブな情報
に影響されないというポジティブな自己像を保持するための自己高揚的な動機が一因であ
ると述べている。

非対称な認知は，ステレオタイプにおいても生じる可能性が考えられる。非対称な認知
はその情報が個人的または社会的に望ましくないほど（Choen, Mutz, Price, & Gunther, 
1988; David & Johnson, 1998），情報の内容と自身の態度が一致していないほど（Perloff, 
1999; Price, Tewksbury, & Huang, 1998）促進されることが示されている。一般的に社会
で共有されているステレオタイプや偏見は個人の特性や能力を無視したものであり平等主
義的信念に基づき抑制される必要がある望ましくない情報であると考えることができるた
め，自己よりも他者はステレオタイプをもっており，ステレオタイプに基づいた判断を行っ
ているという自己と他者の非対称な認知傾向が生じる可能性がある。さらに，先行研究が
示唆する通り，非対称な認知がその後の反応に影響を及ぼすのであれば，ステレオタイプ
において生じる非対称な認知は，その後の対人判断の際のステレオタイプ的判断に影響を
及ぼす可能性が考えられる。

非対称な認知がステレオタイプ的判断に影響を及ぼす理由として，次のような説明が考
えられる。対人判断の場面でステレオタイプ的な判断がされるまでには，自動的な反応と
統制的な反応の2段階の過程があると説明されている（Devine, 1989）。まず自動的な段
階では，ステレオタイプに関する手がかりに接触すると，ステレオタイプが活性化され利
用されやすい状態になる。この段階は，意識的に統制できない自動的な過程であると考え
られている。次の統制的な段階では，ステレオタイプが思考上に浮かんでいることを認識
して，判断や行動を決定する。この段階は，意識的に統制できる過程であると考えられて
いる。このモデルによれば，たとえ平等主義的な個人であってもステレオタイプの手がか
りに接触するとステレオタイプが活性化されてしまう。つまり，偏見が低い個人も高い個
人と同じくらいにステレオタイプは活性化されていることが示されている。偏見が低い個
人は，判断や行動を決定する統制的な段階で，平等主義的信念や社会的規範に基づいてス
テレオタイプを表出しないように抑制しているのである。したがって，ステレオタイプ的
な判断をしないようにするためには，抑制を意識的に行う必要があると考えられる。しか
し，ステレオタイプにおける非対称な認知が大きいと，つまり自己は他者よりもステレオ
タイプや偏見をもっておらずそれらに基づいて判断することはないと認知していれば，抑
制しなければならないという意識が生じにくい可能性が考えられる。そのため，ステレオ
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タイプにおける非対称な認知が大きいほど，対人判断の場面でステレオタイプ的判断を行
いやすいと予測されるのである。

本研究では，意識的な過程としてステレオタイプについての自己と他者に対する非対称
な認知を扱い，具体的には，偏見をもっている程度についての非対称な認知と偏見に基づ
いて判断する程度についての非対称な認知の2つを取り上げる。非対称な認知がステレオ
タイプ的判断に影響を与える可能性があると考えこれらの関連を検討する。

⑶　非対称な認知に影響を与える個人差要因
自己と他者に対する非対称な認知に関連する個人差要因として次のような指摘がされ

ている。自尊感情（David ＆ Johnson, 1998），楽観主義的バイアス（Li, 2008），自我関与
（Perloff, 1999; Price et al., 1998），認知的熟慮性（木村・河合・中嶋・山本・岡，2018）等，
これらが高い個人ほど，非対称な認知が大きいことが示されている。

本研究では，数学能力に関するステレオタイプについての非対称な認知と関連すると考
えられる個人差要因として，自尊感情，思考制御能力および平等主義的性役割態度を取り
上げる。自尊感情は，自己に対する肯定的あるいは否定的な態度（Rosenberg, 1965）な
どと定義されており，自尊感情が高い個人は自分はステレオタイプや偏見をもってそれに
基づいた判断をするような人ではないという自己に対して肯定的な態度である可能性があ
り，そのため先行研究と同様に自尊感情が高い個人ほど非対称な認知が大きいと考えら
れる。思考制御能力は，特定の思考を意識的に考えないように努力する際にその望まな
い侵入思考を抑制できる能力であり，個人差を測定する尺度が開発されている（Luciano, 
Algarabel, Tomás, & Martínez, 2005）。思考制御能力が高い個人は，対人判断の際にステ
レオタイプを抑制することができ，ステレオタイプや偏見を用いずに対人判断を行いやす
いと考えられる。一方，思考制御能力が低い個人は，抑制の失敗により侵入思考つまりス
テレオタイプや偏見，さらにステレオタイプ的判断を多く経験することになり，このよう
なネガティブな自己を否定したいという動機が高くなり，自己高揚的な動機によって非対
称な認知が大きくなると考えられる。平等主義的性役割態度は，男女の性役割態度におい
て平等主義的かあるいは伝統主義的かという態度である（鈴木，1991）。平等主義的であ
る個人ほどジェンダー・ステレオタイプの情報は望ましくない情報であり情報の内容が自
身の態度と一致していないと考えられるため，ステレオタイプにおける非対称な認知が大
きくなると考えられる。

⑷　本研究の目的
本研究では，まず，女性の数学能力に関するステレオタイプを調査することを目的とす

る。先行研究と同様に，本研究の参加者である日本の大学生においても女性は男性に比べ
数学が苦手であるというステレオタイプが存在すると予測する（仮説1）。次に，数学能
力に関するステレオタイプにおける非対称な認知について，自己は他者に比べ，偏見をもっ
ている程度と偏見に基づいて判断を行う程度を少なく見積もると予測する（仮説2）。さ
らに，個人差要因である自尊感情，思考制御能力および平等主義的性役割態度と非対称な
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認知および女性の数学能力に関するステレオタイプ的判断との関連を検討する。具体的に
は，自尊感情が高いほど，思考制御能力が低いほど，平等主義的性役割態度が強いほど自
己と他者の非対称な認知が大きくなり，非対称な認知が大きいほどステレオタイプ的判断
の程度が強くなると予測する（仮説3）。

また，以上の関連は男性参加者よりも女性参加者で生じやすいと予測する（仮説4）。
女性の数学能力に関するステレオタイプは，女性において自己関与度が高いため非対称な
認知が生じやすいと考えられるためである。

2　方法

⑴　参加者
本研究の説明を読み参加に同意した大学生115名（男性66名，女性49名；平均年齢19.05

（SD＝1.01））が調査に参加した。なお，同意しないと回答した者は3名であった。

⑵　手続き
大学の授業の受講者に対して，Web上の教育支援システムを利用して参加協力の依頼

を行い，以下のオンラインの質問票に回答を求めた。調査実施期間は2021年10月5日から
10月15日であった。

⑶　質問票の構成
質問票は以下の内容で構成されていた。社会的望ましさにより回答が歪まないようにす

るために，質問票は「就職活動場面での問題についての教育心理学的研究」と題されてお
り，研究の目的は就職場面において書類上の写真のみでどのような印象が抱かれるかを調
査することであると記載されていた。さらに，研究協力の任意性および協力者の個人情報
の保護について説明が記載されており，この説明を読んだ上で本調査への参加に同意する
かどうかを尋ねる質問が設けられていた。

女性の数学能力に対するステレオタイプ的判断の測定　女性の数学能力に対するステレ
オタイプ的判断を測定するために，若年の女性の顔写真を1枚提示し，その人物について
の印象評定を求めた。その人物の印象について，「論理的な考えができそう」，「暗算が得
意そう」，「数字に強そう」の3項目に対し，7件法（1：「全く当てはまらない」から7：「非
常によく当てはまる」）で回答を求めた。その他に，「作文が得意そう」，「運動神経がよさ
そう」，「芸術的なセンスがありそう」，「思いやりがありそう」，「読解力がありそう」，「スポー
ツができそう」，「手先が器用そう」，「記憶力がありそう」，「絵が上手そう」の9項目にも
回答を求めた。次に，同様の写真の人物について，数学のテストを受けた場合の成績につ
いて0点から100点で回答を求めた。その他に，国語のテスト，英語のテスト，体育のテスト，
社会のテスト，理科のテストについても同様に回答を求めた。

さらに，フィラーとして若年の男性の顔写真を1枚提示し，同様の質問に回答を求めた。
女性の顔写真に対する評定と男性の顔写真に対する評定の順序は，参加者ごとにランダム
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であった。なお，本研究で使用した顔写真の人物は，本研究の参加者が所属する大学とは
関係のない人物であった。そのため，参加者との直接的な面識はないと考えられる。

ステレオタイプにおける非対称な認知の測定　ステレオタイプにおける自己と他者の非
対称な認知を測定するために，まず，自分自身について「女性は数学が苦手という偏見を
どの程度もっていそうですか」という質問について7件法（1：「全くもっていない」か
ら7：「とてももっている」）で回答を求めた。自分以外の他の一般的な人（他者）につい
ても，同様の質問に7件法で回答を求めた。

次に，自分自身について「女性は数学が苦手という偏見に基づいて女性を判断しないよ
うにすることができそうですか」という質問について7件法（1：「全くできない」から7：

「とてもできる」）で回答を求めた。自分以外の他の一般的な人（他者）についても，同様
の質問に7件法で回答を求めた。

自尊感情の測定　自尊感情を測定するために，Rosenberg（1965）の日本語版である山
本・松井・山城（1982）の自尊感情尺度を用いた。10項目について7件法（1：「全く当
てはまらない」から7：「非常によく当てはまる」）で回答を求めた。質問項目は，「少な
くとも人並みには，価値のある人間である」，「色々な良い素質をもっている」，「敗北者だ
と思うことがよくある」（逆転項目），「物事を人並みには，うまくやれる」などから構成
されている。これらの質問項目は参加者ごとにランダムに提示された。

思考制御能力の測定　主観的な思考抑制能力を測定するために，小林・服部・上野・川
口（2016）の日本語版Thought Control Ability Questionnaireの22項目について7件法（1：

「全く当てはまらない」から7：「非常によく当てはまる」）で回答を求めた。質問項目は，「わ
ずらわしい思考から抜け出すことは私にとって簡単だ」，「特定のことについて考えるのを
やめることは，私にとって非常にたやすい」，「頭に入ってくることを避けられない思考が
ある」（逆転項目），「私は，普段はいやな思考によって打ちのめされることはない」など
から構成されている。

さらに，オンライン調査における努力の最小限化，つまり調査参加者が調査に際して応
分の注意資源を割かない行動がしばしば見られることが問題となっていることから（三浦・
小林，2016），三浦・小林（2015）を参考に「この質問では7にチェックを入れてください」
という努力の最小限化を検出するための質問項目を追加した。これらの質問項目は参加者
ごとにランダムに提示された。

平等主義的性役割態度の測定　平等主義的性役割態度を測定するために，鈴木（1994）
の平等主義的性役割態度スケール短縮版の15項目について7件法（1：「全然そう思わない」
から7：「全くその通りだと思う」）で回答を求めた。質問項目は，「女性の居るべき場所
は家庭であり，男性の居るべき場所は職場である」（逆転項目），「家事は男女の共同作業
となるべきである」，「男の子は男らしく，女の子は女らしく育てることが非常に大切であ
る」（逆転項目）などから構成されている。

さらに，努力の最小限化を検出するために「この質問では1にチェックを入れてくださ
い」という質問項目を追加した。これらの質問項目は参加者ごとにランダムに提示された。

デモグラフィック変数の測定　最後に，性別と年齢について尋ねた。
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3　結果

⑴　分析対象者
努力の最小限化を検出するための質問項目に正しく回答をしていなかった参加者8名を

分析から除外した。具体的には，「この質問では7にチェックを入れてください」という
質問に7以外の回答を行った参加者と，「この質問では1にチェックを入れてください」
という質問に1以外の回答を行った参加者を分析から除外し，107名（男性59名，女性48名；
平均年齢19.07歳（SD＝1.02））のデータを以下の分析に用いた。

⑵　ステレオタイプ的判断の得点
本研究の分析では，IBM SPSS Statistics 27とIBM SPSS Amos 27を使用した。
女性の数学能力に対するステレオタイプを検討するために，女性の顔写真に対する評定

と男性の顔写真に対する評定を比較した。「論理的な考えができそう」，「暗算が得意そう」，
「数字に強そう」の3項目の平均値について，女性の顔写真の場合と男性の顔写真の場合
で差があるかどうかを検討するためにt検定を行った。その結果，女性の顔写真の場合（M

＝4.13, SD＝0.95）は男性の顔写真の場合（M＝4.71, SD＝0.97）に比べ有意に得点が低かっ
た（t（106）＝4.58, p < .001, Cohen’s d＝0.442）。さらに，数学のテスト得点についても女
性の顔写真の場合と男性の顔写真の場合で差があるかどうかを検討するためにt検定を
行った。その結果，女性の顔写真の場合は（M＝62.85, SD＝15.33），男性の顔写真の場合

（M＝74.30, SD＝16.26）に比べ有意に得点が低かった（t（106）＝5.40, p < .001, Cohen’s d

＝0.522）。これらの結果から，先行研究で示されている通り，本研究の参加者においても
女性に対して数学が苦手であるというステレオタイプがもたれている可能性が示唆された。
女性の数学能力に対するステレオタイプ的判断の得点を算出するために，女性の顔写真に
対する印象評定で用いた「論理的な考えができそう」，「暗算が得意そう」，「数字に強そう」
の3項目について，得点が高いほどステレオタイプ的な判断を行っていることを示すよう
に逆転の処理を行い，これらの得点の平均値を女性の数学能力に対するステレオタイプ的
判断の得点とした（α＝.645）。なお，これらの得点については男性参加者と女性参加者
の評定で差はみられなかった。

その他の得点についても，探索的ではあるが女性の顔写真の場合と男性の顔写真の場合
で差があるかどうかを検討するためにt検定を行った。「作文が得意そう」得点（男性の写真：
M＝4.16, SD＝1.33；女性の写真：M＝5.01, SD＝1.34），「芸術的センスがありそう」得点

（男性の写真：M＝3.09, SD＝1.17，；女性の写真：M＝4.52, SD＝1.36），「思いやりがあり
そう」得点（男性の写真：M＝4.59, SD＝1.14，；女性の写真：M＝5.50, SD＝1.18），「読
解力がありそう」得点（男性の写真：M＝4.50, SD＝1.18，；女性の写真：M＝5.19, SD＝
1.20），「手先が器用そう」得点（男性の写真：M＝3.84, SD＝1.41，；女性の写真：M＝5.18, 
SD＝1.20），「絵が上手そう」得点（男性の写真：M＝2.80, SD＝1.11，；女性の写真：M＝4.99, 
SD＝1.38），国語のテスト得点（男性の写真：M＝68.49, SD＝13.88，；女性の写真：M＝
79.71, SD＝11.91），英語のテスト得点（男性の写真：M＝70.39, SD＝14.44，；女性の写真：
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M＝77.41, SD＝12.36），社会のテスト得点（男性の写真：M＝70.70, SD＝14.78，；女性の
写真：M＝74.47, SD＝11.32）については，女性の顔写真の場合は男性の顔写真の場合に
比べ，有意に得点が高かった（「作文が得意そう」：t（106）＝4.57, p < .001, Cohen’s d＝
0.441；「芸術的センスがありそう」：t（106）＝8.65, p < .001, Cohen’s d＝0.836；「思いやり
がありそう」：t（106）＝6.46, p < .001, Cohen’s d＝0.625；「読解力がありそう」：t（106）＝4.46, 
p < .001, Cohen’s d＝0.431；「手先が器用そう」：t（106）＝7.68, p < .001, Cohen’s d＝0.742；

「絵が上手そう」：t（106）＝12.66, p < .001, Cohen’s d＝1.224；国語のテスト得点：t（106）
＝6.75, p < .001, Cohen’s d＝0.653；英語のテスト得点：t（106）＝4.76, p < .001, Cohen’s d
＝0.460；社会のテスト得点：t（106）＝2.36, p＝.020, Cohen’s d＝0.228）。一方，「運動がで
きそう」得点（男性の写真：M＝5.18, SD＝1.28，；女性の写真：M＝3.12, SD＝1.15），「スポー
ツができそう」得点（男性の写真：M＝5.43, SD＝1.10，；女性の写真：M＝3.12, SD＝1.25），
体育のテスト得点（男性の写真：M＝80.53, SD＝13.94，；女性の写真：M＝57.74, SD＝
16.10），理科のテスト得点（男性の写真：M＝70.07, SD＝14.97，；女性の写真：M＝64.91, 
SD＝13.56）については，女性の顔写真の場合は男性の顔写真の場合に比べ，有意に得点
が低かった（「運動ができそう」：t（106）＝12.65, p < .001, Cohen’s d＝1.223；「スポーツが
できそう」：t（106）＝14.52, p < .001, Cohen’s d＝1.403；体育のテスト得点：t（106）＝13.64, 
p < .001, Cohen’s d＝1.319；理科のテスト得点：t（106）＝2.89, p＝.005, Cohen’s d＝0.280）。
なお，「記憶力がありそう」得点（男性の写真：M＝4.76, SD＝1.18，；女性の写真：M＝4.78, 
SD＝1.10）については有意な差はみられなかった（t（106）＝0.12, p＝.904, Cohen’s d＝0.012）。

さらに，これらの得点について，男性参加者と女性参加者の評定に差があるかどうかを
検討した結果，女性の顔写真の評定における「スポーツが得意そう」得点について，男性
参加者の評定（M＝2.92, SD＝1.28）は女性参加者の評定（M＝3.38, SD＝1.18）に比べ低
い傾向がみられた（t（105）＝1.92, p＝.058, Cohen’s d＝0.373）。また，男性の顔写真の評定
における体育のテスト得点について，男性参加者の評定（M＝82.71, SD＝12.07）は女性
参加者の評定（M＝77.85, SD＝15.66）に比べ高い傾向がみられた（t（105）＝1.82, p＝.073, 
Cohen’s d＝0.352）。

⑶　非対称な認知の得点
女性の数学能力に関するステレオタイプについての自己と他者の非対称な認知を検討す

るために，「女性は数学が苦手という偏見をどの程度もっていそうですか」という質問に
ついての自分自身に対する見込み得点（M＝3.63, SD＝1.63）と他者に対する見込み得点（M

＝4.29, SD＝1.33）についてt検定を行った。その結果，有意な差がみられ（t（106）＝4.60, 
p < .001, Cohen’s d＝0.445），自己に対する見込み得点に比べ，他者に対する見込み得点
が高いことが示された。

次に，「女性は数学が苦手という偏見に基づいて女性を判断しないようにすることがで
きそうですか」という質問の得点について，得点が高いほど偏見に基づいて判断すること
を意味するように逆転の処理を行った。この得点について，自分自身に対する見込み得点

（M＝2.40, SD＝1.35）と他者に対する見込み得点（M＝3.40, SD＝1.29）についてt検定を行っ
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た結果，有意な差がみられた（t（106）＝6.46, p < .001, Cohen’s d＝0.624）。自分に対する
見込み得点に比べ，他者に対する見込み得点が高いことが示された。

以上の結果から，女性の数学能力に関するステレオタイプについて自己と他者における
非対称な認知が生じると考えられる。以下の分析では，他者に対する見込み得点から自己
に対する見込み得点を減じた値を非対称な認知得点として用いる。

なお，これらの得点に男性参加者と女性参加者で差があるかどうかを確認するために
t検定を行った結果，「女性は数学が苦手という偏見をどの程度もっていそうですか」とい
う質問についての他者に対する見込み得点は，女性参加者（M＝4.65, SD＝1.28）は男性
参加者（M＝4.00, SD＝1.30）に比べ有意に高かった（t（105）＝2.57, p＝.011, Cohen’s d＝
0.500）。また，偏見をもっている程度の非対称な認知得点について，女性参加者（M＝0.96, 
SD＝1.64）は男性参加者（M＝0.42, SD＝1.33）に比べ高い傾向がみられた（t（105）＝1.87, 
p＝.065, Cohen’s d＝0.363）。

⑷　自尊感情，思考制御能力および平等主義的性役割態度の得点
自尊感情尺度の10項目について信頼性係数を算出したところα＝.873であった。α係数

が高い値であったため，この10項目の平均値得点を自尊感情得点とした（M＝3.95, SD＝ 
1.04）。次に，日本語版Thought Control Ability Questionnaireの22項目について信頼性係
数を算出したところα＝.916であった。α係数が高い値であったため，この22項目の平均
値を思考制御能力得点とした（M＝3.80, SD＝0.89）。次に，平等主義的性役割態度スケー
ル短縮版の15項目について信頼性係数を算出したところα＝.829であった。α係数が高い
値であったため，この15項目の平均値を平等主義的性役割態度得点とした（M＝5.06, SD

＝0.76）。なお，これらの得点については男性参加者と女性参加者で有意な差はみられな
かった。

⑸　各得点の相関関係
次に，各得点間の相関係数を算出した（表1）。その結果，数学能力に対するステレオ

タイプ的判断の得点は，偏見に基づく判断の程度についての非対称な認知得点と有意な正

表1　数学能力に対するステレオタイプ的判断，非対称な認知，自尊感情，思考制御能力および
平等主義的性役割態度の相関係数
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の相関がみられた。その他に，偏見に基づく判断の程度についての非対称な認知得点は，
偏見の程度についての非対称な認知得点と有意な正の相関がみられ，思考制御能力得点と
有意な負の相関がみられた。思考制御能力得点は，自尊感情得点と有意な正の相関がみら
れ，平等主義的性役割態度得点と有意な負の相関がみられた。

⑹　個人差要因，非対称な認知およびステレオタイプ的判断の関連 
自尊感情，思考制御能力および平等主義的性役割態度とステレオタイプにおける非対称

な認知および女性の数学能力に対するステレオタイプ的判断の関連を検討するために，ま
ず参加者全体のデータについて最尤法によるパス解析を行った（図1）。自尊感情，思考
制御能力および平等主義的性役割態度から，偏見の程度についての非対称な認知，偏見に
基づく判断の程度についての非対称な認知にパスを仮定して，この2つの非対称な認知か
ら数学能力に対するステレオタイプ的判断にパスを仮定した。また，自尊感情，思考制御
能力および平等主義的性役割態度には共分散を仮定し，2つの非対称な認知の誤差変数間
に共分散を仮定した。分析の結果，適合度はχ2（3）＝1.03（p＝.794）, GFI＝.997, AGFI＝.978, 
CFI＝1.000, RMSEA＝.000であり，モデルとデータの適合度は良好であった。思考制御能
力は，偏見に基づく判断の程度についての非対称な認知に有意な負のパスを示し（β＝
-.356, p < .01），偏見の程度についての非対称な認知に有意傾向ではあるが負のパスを示
した（β＝-.221, p < .10）。さらに，偏見に基づく判断の程度についての非対称な認知は，
数学能力に対するステレオタイプ的判断に有意な正のパスを示した（β＝.243, p < .05）。

次に，男性参加者と女性参加者ごとのデータについて同様の最尤法によるパス解析を
行った。その結果，女性参加者のデータにおいては，適合度はχ2（3）＝3.62（p＝.306）, GFI
＝.976, AGFI＝.831, CFI＝0.986, RMSEA＝.066であり一定の適合を示した。有意なパスは
全体のデータの場合と同様であり，思考制御能力は偏見に基づく判断の程度についての
非対称な認知と偏見の程度についての非対称な認知に有意な負のパスを示し（β＝-.483, 
p < .01; β＝-.552, p < .001），偏見に基づく判断の程度についての非対称な認知は，数学
能力に対するステレオタイプ的判断に有意な正のパスを示した（β＝.402, p < .01）。一方，
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男性参加者のデータにおいては，適合度はχ2（3）＝2.17（p＝.538）, GFI＝.988, AGFI＝.915, 
CFI＝1.000, RMSEA＝.000であり一定の適合を示したが，有意なパスはみられなかった。

4　考察

⑴　日本の大学生における数学能力に関するステレオタイプ
本研究では， ジェンダー・ステレオタイプ，特に女性の数学能力に関するステレオタイ

プを取り上げた。本研究では男性の顔写真と女性の顔写真についてそれぞれ印象評定を行
い，「論理的な考えができそう」，「暗算が得意そう」，「数字に強そう」という質問項目の
平均値が男性の顔写真の場合に比べ女性の顔写真の場合で有意に低いことが示された。さ
らに，数学のテスト得点についても同様に男性の顔写真の場合に比べ女性の顔写真の場合
で得点が有意に低いことが示された。本研究の結果から，仮説1で述べた通り，本研究の
参加者である日本の大学生においても，男性に比べ女性は数学が苦手であるというステレ
オタイプがもたれている可能性が示された。

さらに，「運動ができそう」，「スポーツができそう」，体育のテスト得点，理科のテスト
得点についても，女性の顔写真の場合は男性の顔写真の場合に比べて有意に得点が低かっ
た。この結果から，数学以外の理系科目についても女性は男性に比べ苦手であり，スポー
ツについても男性に比べ苦手であるというステレオタイプがもたれている可能性が示唆さ
れる。一方，「思いやりがありそう」，「手先が器用そう」については，男性の顔写真の場
合に比べ女性の顔写真の場合は得点が有意に高かった。この結果は，一見すると女性に対
するポジティブな態度であると捉えることもできるが，両面価値的性差別理論（Glick & 
Fisk, 1996）に基づくと女性に対する慈悲的な差別であると捉えることもできる。この理
論では，女性に対する敵意的な態度だけでなく，女性に対するポジティブなバイアスも実
は偏見や差別であるという可能性を指摘している。女性に対する性差別は嫌悪的な態度で
ある敵意的差別と，弱く守るべき存在であるといった主観的には好意的な態度である慈悲
的差別という2つの差別態度から構成されており，非伝統的な女性は敵意的差別によって
排除され，伝統的な性役割を担う女性は慈悲的差別によってステレオタイプで制限された
低位置の役割におしとどめられることになる。このように敵意的性差別だけでなく慈悲的
性差別も，社会システムレベルでは因習的な性別間関係や性役割を維持させていると考え
られている（高林，2007）。

一方で，「作文が得意そう」，「芸術的センスがありそう」，「読解力がありそう」，「絵が
上手そう」，国語のテスト得点，英語のテスト得点，社会のテスト得点については，女性
の顔写真の場合に比べ男性の顔写真の場合は得点が有意に低かった。これらの質問項目は
文系科目に分類できると考えられ，男性に対しては女性に比べ文系科目が苦手であるとい
うステレオタイプがもたれている可能性が示唆される。

⑵　ステレオタイプにおける非対称な認知
本研究では，ステレオタイプにおける非対称な認知として，女性の数学能力に対する偏
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見をもっている程度についての自己と他者の非対称な認知と，女性の数学能力に対する偏
見に基づいて判断する程度についての自己と他者の非対称な認知を取り上げて検討した。
その結果，参加者は自己に比べ他者の方が偏見をもっていると推定し，さらに自己に比べ
他者の方が偏見に基づいて判断すると推定していた。これらの結果から，ステレオタイプ
においても非対称な認知が確認され，本研究の仮説2は支持されたと考えられる。一般的
に社会で共有されているステレオタイプに基づく判断は個人の特性や能力を無視した判断
であり平等主義的信念に基づき抑制される必要がある望ましくない情報であると考えるこ
とができるため，先行研究で示されている他の非対称な認知と同様に，ステレオタイプに
おいても非対称な認知が生じる可能性が示された。

さらに，女性参加者は男性参加者に比べ，偏見をもっている程度についての非対称な認
知が大きい傾向がみられた。女性にとって本研究で扱った女性の数学能力に関するステレ
オタイプは自我関与度の高い情報であると考えられるため，数学能力に関するステレオタ
イプにおいては，女性は男性に比べ非対称な認知が大きいと考えられる。

⑶　思考制御能力，非対称な認知およびステレオタイプ的判断の関連
本研究では，ステレオタイプにおける非対称な認知に影響を与える個人差要因として，

自尊感情，思考制御能力および平等主義的性役割態度を取り上げ，これらの個人差要因が
ステレオタイプにおける非対称な認知を説明し，非対称な認知が大きいほど，ステレオタ
イプ的判断の程度が強いと予測した。その結果，思考抑制能力が低いほど，偏見をもって
いる程度についての非対称な認知および偏見に基づいて判断する程度についての非対称な
認知が大きいことが示され，さらに，偏見に基づいて判断する程度についての非対称な認
知が大きいほど，女性の数学能力に対してステレオタイプ的な判断を行うことが示された。
この結果から，本研究の仮説3は一部支持されたといえる。

思考制御能力が低い個人は，普段からステレオタイプ的な侵入思考や自身のステレオタ
イプ的判断を経験しているため，このようなネガティブな自己を否定したいという動機が
高く，自己高揚的な動機によってステレオタイプにおける非対称な認知が大きくなると考
えられる。そして，自己は他者に比べステレオタイプに基づく判断を行っていないと認知
することによって，ステレオタイプの意識的な抑制は行われにくく，その結果，ステレオ
タイプ的な判断が行われやすいと考えられる。

本研究では，非対称な認知として，偏見をもつ程度についてと偏見に基づく判断の程度
についての非対称な認知を扱ったところ，ステレオタイプ的判断に影響を与えるのは偏見
に基づく判断の程度についての非対称な認知のみであった。ステレオタイプ的な判断を避
けるためには，自己も他者と同様にステレオタイプをもっていると認知することよりも，
自己も他者と同様にステレオタイプに基づく判断を行う可能性があると認知をすることが
重要であると示唆される。

また，男性参加者と女性参加者のデータごとに行った分析では，女性参加者においては
全体のデータと同様の変数間の関連がみられたが，男性参加者においては有意な関連はみ
られなかった。この結果から，仮説4は支持されたと考えられる。このような違いがみら
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れた理由として，本研究で扱った女性に関するステレオタイプは女性参加者において自我
関与度が高いことが挙げられる。自我関与度が高い情報においては非対称な認知が大きく
なり，非対称な認知とステレオタイプ的判断との関連がみられた可能性が考えられる。

⑷　本研究の限界点と今後の課題
最後に，本研究の限界点と今後の課題を5つ述べる。第1に，本研究で測定した思考制

御能力は自己評価式質問紙を用いた主観的な能力である。思考制御能力が自尊感情と有意
な正の相関を示していたことからも，自分のことを全体的に肯定的に捉えている個人ほど
自分の思考制御能力についても肯定的に評価していた可能性もある。今後は，客観的な指
標を用いたり実験的操作を用いたりすることで思考制御能力の効果を検討する必要がある。

第2に，本研究で用いた顔写真について挙げられる。本研究では，女性の顔写真1枚と
男性の顔写真1枚を用いて評定を求めたため，この写真の顔の特徴による影響を統制でき
ていない可能性が考えられる。今後は，例えば平均顔の画像を用いて特定の顔の特徴によ
る影響を統制した検討が必要であろう。さらに，本研究では男女ともに1枚の顔写真しか
用いていないため，本研究の結果の一般化可能性も検討する必要があると考えられる。

第3に，本研究では顕在的指標を用いており潜在的な反応については検討できていない
点である。ステレオタイプに関する研究では，潜在的指標を用いて検討されることも多い。
例えば，顕在的ステレオタイプは数学に対する態度やアイデンティティを予測しないが，
潜在的ステレオタイプはこれらを予測することが示されており（Nosek, et al., 2002），自
覚のないうちにステレオタイプの影響を受けている可能性もある。今後は，潜在連合テス
ト（Implicit Association Test：IAT）を用いて潜在的ステレオタイプを測定し，顕在的
指標との比較を行う必要があると考えられる。

第4に，本研究では，女性の数学能力に関するステレオタイプを取り上げ，非対称な認
知とステレオタイプ的判断との関連を検討したが，他のステレオタイプについても同様に
非対称な認知とステレオタイプ的判断が関連するかどうかはわからない。今後は，ジェン
ダー以外についてのステレオタイプについても取り上げて検討を行う必要があるだろう。

第5に，本研究では数学能力に関するステレオタイプにおける非対称な認知に関連する
と考えられる要因として思考制御能力，自尊感情および平等主義的性役割態度を取り上げ
たが，先行研究ではステレオタイプに限らない非対称な認知に影響を与える要因は他にも
示されている。例えば，楽観主義的バイアス（Li, 2008），自我関与（Perloff, 1999; Price 
et al., 1998），認知的熟慮性（木村他，2018），情報の望ましさ（Choen, et al., 1988; David 
& Jonson, 1998）などである。自我関与について本研究では，女性は男性に比べ数学能力
に関するステレオタイプの自我関与度が高いため非対称な認知が生じやすいと予測しこの
予測を支持する結果が得られたが，実際に参加者の自我関与度は測定していない。今後は
これらの要因も実際に測定し，非対称な認知を規定する要因について更なる検討を行い，
ステレオタイプにおける非対称な認知が生じるメカニズムについて明らかにすることが求
められる。
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（Abstract）

This study focused on stereotypes about women’s mathematical ability and 
examined the relationship between stereotypical judgments, asymmetrical cognition on 
self and others about stereotypes, self-esteem, thought control ability, and egalitarian 
sex role attitudes among Japanese university students. The results indicated that 
the Japanese university students who participated in this study rated women’s 
mathematical ability lower than men’s, and asymmetrical perceptions were confirmed: 
they estimated the degree to which they were prejudiced about women’s mathematical 
ability and the degree to which they made judgments based on their prejudices to 
be lower than others. Furthermore, thought control ability was negatively related to 
asymmetric cognition, and asymmetric cognition was positively related to stereotypical 
judgments. Self-esteem and egalitarian sex role attitudes were no significant related 
to asymmetric cognition or stereotypic judgments. These results were discussed in 
relationship between thought control ability, asymmetrical cognition, and stereotypic 
judgment.


